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固
定
賓
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
企
業
の
生
産
性
向
上
や
産
業
合
理
化
の
掛
声
と
と
も
に
、
従
来
主
と
し
て
財
務
会
計
の
領
域
に
大
き
な
影
孵
力
を
与
え
て
き
た
固
定
資
産
再
評
価
の
問
題
は
、
か
に
み
え
る
。
け
れ
ど
も
、
固
定
資
産
再
評
価
の
問
題
は
、
戦
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
会
計
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
見
逃
し
え
な
い
主
要
な
会
計
問
題
の
―
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
の
税
制
審
議
会
の
中
間
試
案
、
同
年
九
月
の
ツ
ヤ
ウ
プ
税
制
勧
告
に
始
ま
り
、
二
十
五
年
四
月
の
第
一
次
再
評
価
、
二
十
六
年
四
月
の
第
二
次
再
評
価
並
び
に
二
十
八
年
八
月
の
第
三
次
再
評
価
を
へ
て
、
二
十
九
年
六
月
の
企
業
資
本
充
実
法
と
な
っ
て
、
今
日
な
お
わ
が
国
企
業
の
会
計
実
践
を
大
き
く
規
制
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
従
来
、
こ
の
問
題
を
、
主
と
し
て
そ
の
政
策
的
な
側
面
或
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面
に
お
い
て
と
り
上
げ
て
き
た
の
で
(
1
)
 
あ
る
が
、
小
稿
で
は
そ
の
技
術
的
な
側
面
を
若
干
考
察
し
、
問
題
の
全
体
的
な
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
た
ら
し
め
た
い
と
思
(
2
)
 
う
。
以
下
、
こ
の
問
題
を
、
m
再
評
価
限
度
額
の
計
算
、
②
再
評
価
の
蒋
記
的
・
法
的
手
続
、
③
再
評
価
の
損
益
並
に
再
評
価
税
と
ま
し
盲
が
き
固
定
資
産
再
評
債
の
い
わ
ゆ
る
管
理
会
計
の
領
域
に
属
す
る
原
価
管
理
や
内
部
統
制
の
問
題
に
そ
の
華
か
な
宅
役
を
譲
っ
た
酒
會
計
質
務
井
文
雄
143 
い
う
順
序
で
考
察
す
る
。
な
お
、
説
明
の
便
宜
上
、
小
稿
で
は
、
再
評
価
資
産
の
主
要
な
内
容
を
な
す
株
式
会
社
（
鉱
業
部
門
を
除
く
）
の
有
形
減
価
償
却
資
産
の
み
を
、
そ
の
対
象
と
す
る
。
土
地
、
株
式
或
は
無
形
資
産
等
に
つ
い
て
も
考
察
の
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
註
(
1
)
拙
稿
「
M
S
A
体
制
と
再
評
価
問
題
」
（
経
済
評
論
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
号
）
。
”
「
贅
産
再
評
価
と
中
小
企
業
」
（
同
盟
時
報
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
号
）
。
I
「
固
定
賓
産
再
評
価
の
狙
う
も
の
」
（
木
村
和
三
郎
編
、
『
資
本
蓄
積
と
企
業
会
計
』
、
昭
和
三
十
年
八
月
二
十
五
日
森
山
容
店
刊
に
所
牧
）
。
(
2
)
株
式
会
社
の
資
産
再
評
価
関
係
の
法
規
・
源
華
と
し
て
は
、
い
贅
産
再
評
価
法
（
再
評
価
法
）
、
②
資
産
再
評
価
法
施
行
令
（
再
評
価
法
施
行
令
）
、
⑥
資
産
再
評
価
法
施
行
規
則
（
再
評
価
法
施
行
規
則
）
、
④
査
産
再
評
価
の
某
準
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
再
評
価
基
準
の
特
例
に
関
す
る
省
令
）
、
固
資
産
再
評
価
審
議
会
令
及
び
贅
産
再
評
価
調
査
会
令
、
固
株
式
会
社
の
再
評
価
殺
立
金
の
資
本
組
入
に
関
す
る
法
律
（
査
本
紐
入
に
関
す
る
法
律
）
、
切
賓
産
再
評
価
法
某
本
源
逹
（
再
評
価
法
某
本
通
逹
）
ヽ
⑥
企
業
査
本
充
実
の
た
め
の
喪
産
再
評
価
等
の
特
別
措
置
法
（
企
業
資
本
充
実
法
）
、
囮
企
業
贅
本
充
実
の
た
め
の
資
産
再
評
価
等
の
特
別
措
低
法
施
行
令
、
UOl企
業
養
本
充
実
の
た
め
の
資
産
再
評
価
等
の
特
別
措
置
法
施
行
規
則
、
皿
企
業
査
本
充
実
の
た
め
の
資
産
再
評
価
等
の
特
別
措
骰
法
の
取
扱
（
企
業
査
本
充
実
法
の
取
扱
）
等
々
の
も
の
が
あ
る
が
、
小
稿
で
は
、
右
の
い
、
図
、
⑥
、
ぃ
、
固
‘
m、
⑥
、
Ul
に
つ
い
て
括
弧
内
の
略
称
を
用
い
る。
一
、
再
評
価
限
度
額
怠
激
な
貨
幣
価
値
下
落
の
下
で
、
金
価
格
、
外
国
為
替
相
場
等
が
と
り
上
げ
ら
れ
一
体
何
が
最
も
正
当
な
貨
幣
減
価
率
の
評
価
基
準
1
1
換
算
基
準
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
時
系
列
的
な
貨
幣
計
算
を
そ
の
主
要
な
内
容
と
す
る
企
業
会
計
に
と
つ
て
ー
つ
の
大
き
な
難
問
で
あ
り
、
こ
の
評
価
基
準
1
1
換
算
基
準
と
し
て
一
般
に
物
価
指
数
（
卸
売
物
価
指
数
、
消
表
者
物
価
指
数
、
実
効
価
格
指
数
等
）
、
で
も
な
い
が
、
小
稿
で
は
こ
れ
を
割
愛
す
る
。
の
計
算
1-44 
t
A】
固
定
資
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
再
評
価
額
の
計
算
公
式
と
そ
の
応
用
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
る
。
し
か
し
乍
ら
、
物
価
変
動
は
直
ち
に
貨
幣
価
値
変
動
で
な
い
と
い
う
こ
と
、
国
内
貨
幣
は
現
在
一
般
に
金
本
位
制
を
離
脱
し
て
管
理
通
貨
制
の
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
外
国
貿
易
は
今
日
自
由
貿
易
の
段
階
か
ら
管
理
貿
易
の
段
階
に
移
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
等
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の
評
価
基
準
は
凡
て
大
き
な
制
約
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
今
日
、
企
業
が
こ
れ
ら
の
評
価
基
準
に
よ
っ
て
評
価
替
1
1
再
評
価
を
行
う
と
き
は
何
時
で
も
、
こ
れ
ら
の
評
価
基
準
が
成
立
す
る
如
き
特
定
の
諸
条
件
が
仮
定
さ
れ
る
~-,f 
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I。
そ
こ
で
今
、
取
得
原
価
1,000,000
円
、
取
得
時
の
物
価
指
数
2
0
、
耐
用
年
数
2
0年
の
有
形
減
価
償
却
資
産
が
あ
っ
て
、
半
年
を
一
期
に
定
率
法
で
取
得
後
10
年
末
ま
で
減
価
償
却
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
物
価
指
数
8,000
の
取
得
後
11
年
目
の
年
度
初
め
に
再
評
価
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
再
評
価
額
は
、
(3)式
か
ら
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
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円）
所
で
、
わ
が
国
の
再
評
価
法
に
別
表
と
し
て
附
さ
れ
て
い
る
再
評
価
倍
数
表
は
、
即
ち
右
の
計
算
を
簡
便
化
す
る
た
め
に
、
日
銀
卸
売
物
価
指
数
に
基
づ
き
、
耐
用
年
数
を
横
軸
に
、
取
得
の
時
期
を
縦
軸
に
し
て
、
(1)式
に
お
け
る
(1-r)mx___!!!_
、
(3)式
に
お
け
る
(
O
.
l
)
n
x
~
 
I。
I。
を
表
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第1表 紡毛紡績設備の第三次再評価限度額
設備種類 1塁酎悶は 1酎噂 1は翡
万円 年 翡
洗毛化炭設備 10 15 19 
反毛設備 10 12 9.5 95 
調合設備 15 25 58 870 
紡毛及び精紡殴備 30 25 58 1,740 
毛染設備 15 14 15 225 
そ の 他 20 20 38 760 
計
I 100 I （総2合2）1
 (46) I a. so 
る
再
評
価
倍
数
五
一
を
乗
じ
て
、
五、
か
く
し
て
、
算
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
J
O
O万
円
と
算
出
さ
れ
る
。
所
で
、
同
様
な
方
法
に
よ
っ
て
、
第
一
次
再
評
価
以
降
の
五
〇
％
の
物
価
上
昇
率
を
加
味
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
第
三
次
再
評
価
の
基
準
日
（
昭
和
二
十
八
年
一
月
一
日
）
に
お
け
る
限
度
額
計
算
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
耐
用
年
数
の
改
訂
（
短
縮
と
細
分
）
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
固
定
賓
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
昭
和
二
十
六
年
五
月
に
お
け
る
固
定
資
産
則
と
し
て
最
も
細
分
さ
れ
た
耐
用
年
数
に
よ
る
」
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
則
し
て
計
算
す
る
と
第
一
表
の
如
く
な
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
、
新
耐
用
年
数
が
旧
耐
用
年
数
よ
り
も
短
く
、
従
っ
て
再
評
価
限
度
額
の
縮
減
を
生
じ
て
い
る
の
で
、
右
の
計
算
方
法
を
さ
け
て
、
再
評
価
法
第
十
七
条
第
一
項
の
但
し
害
に
則
し
て
、
次
の
よ
う
な
計
g
辛
塁
磨
、
ー
青
き
g
ゞ
贔
塁
笠
＆
馴＿
11
詞
]
i
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闘
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わ
れ
わ
れ
が
再
評
価
法
に
基
づ
く
再
評
価
限
度
額
の
計
算
を
考
察
し
た
湯
こ
の
点
に
つ
い
て
、
再
評
価
法
基
本
通
達
第
六
十
八
条
は
「
原
れ
る
か
は
、
後
述
す
る
所
で
あ
る
（
次
節
F
項
参
照
）
。
づ
く
同
一
資
産
の
再
評
価
限
度
額
の
ひ
ら
き
が
、
に
、
昭
和
十
二
年
に
一
万
円
で
取
得
さ
れ
た
同
種
類
の
変
圧
器
の
再
評
価
限
度
額
が
、
そ
の
所
属
す
る
業
種
に
よ
っ
て
ど
れ
程
の
大
小
を
示
す
か
を
、
増
田
金
六
氏
の
研
究
か
ら
う
か
が
つ
て
み
よ
う
（
第
二
表
参
照
）
。
得
価
額
相
当
額
を
帳
簿
に
計
上
し
た
資
産
、
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
き
の
第
三
次
再
評
価
の
二
つ
の
限
度
額
計
算
の
示
し
た
ひ
ら
き
以
上
の
ひ
ら
き
を
、
こ
こ
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
耐
用
年
数
の
相
異
に
基
l
企
業
内
に
お
け
る
同
一
資
産
の
使
用
目
的
の
変
更
と
し
て
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
第
二
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
そ
の
計
算
対
象
の
巾
の
広
さ
或
は
不
明
確
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
再
評
価
法
に
基
づ
く
再
評
価
限
度
額
の
計
算
は
、
い
未
稼
仇
資
産
の
再
評
価
に
係
る
分
も
含
ん
で
い
る
し
（
再
評
価
法
某
本
通
逹
第
五
条
）
ヽ
②
基
準
日
に
帳
薄
価
額
の
な
い
若
干
の
も
の
、
例
え
ば
、
①
総
合
償
却
の
方
法
に
よ
り
償
却
済
の
個
々
の
資
産
（
こ
の
中
に
は
、
既
に
時
効
が
完
成
し
て
い
る
よ
う
な
脱
税
に
某
い
て
発
生
し
た
鏑
外
資
産
も
含
ま
れ
る
）
、
R
在
外
資
産
、
④
指
定
を
解
除
さ
れ
た
賠
償
施
設
等
の
再
評
価
に
係
る
分
も
含
ん
で
い
る
し
（
再
評
価
法
第
七
条
、
再
評
価
法
某
本
通
痙
第
四
十
条
）
、
ま
た
、
③
取
得
時
期
や
取
得
価
額
の
不
明
な
資
産
の
特
定
の
推
定
方
法
に
基
づ
く
再
評
価
に
係
る
分
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
再
評
価
法
第
三
十
三
条
、
再
評
価
基
準
の
特
例
に
関
す
る
省
令
第
一
条
ー
第
四
条
）
。
要
す
る
に
、
幾
つ
か
の
仮
定
の
上
に
相
当
な
弾
力
性
を
与
え
ら
れ
た
計
算
、
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
、
再
評
価
法
に
基
づ
く
再
評
価
の
と
い
う
よ
り
も
、
法
定
さ
れ
た
耐
用
年
数
が
本
来
的
に
荷
っ
た
性
格
と
い
う
処
に
、
再
評
価
限
度
額
の
巾
の
大
い
さ
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
⑨
再
評
価
日
直
前
に
そ
の
取
よ
り
重
要
な
問
題
を
も
つ
て
い
る
。
因
み
合
、
ま
づ
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
右
の
よ
う
な
耐
用
年
数
に
お
け
る
弾
力
性
、
従
つ
て
ま
た
そ
こ
か
ら
生
ず
る
こ
の
点
は
、
右
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
耐
用
年
数
の
改
訂
に
基
づ
く
も
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旧再評価限度額の業種によるひらき
業 種 I電気1悶盃 1製鉄1:麿I石炭Iソーダ
年
税制耐用年数 40 30 25 18 12 
: ;: 限:;: 五0円::・ :・ :・I口゚I
（註）後褐「企業と税制改革」 P.220より。昭和12年に 1万円で施設した
変圧器の再評価限度額。
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二
、
再
評
価
の
簿
記
的
・
法
的
手
続
固
定
資
産
再
評
価
の
簿
記
的
・
法
的
手
続
は
、
再
評
価
法
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
諸
法
規
に
則
し
乍
ら
か
な
り
の
年
月
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
再
評
価
積
立
金
の
計
上
再
評
価
を
行
っ
た
法
人
は
、
第
二
会
社
特
別
勘
定
の
債
却
に
充
て
た
金
額
を
控
除
（
再
評
価
法
第
百
一
条
、
次
項
B
参
照
）
し
た
残
額
を
再
評
価
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
再
評
価
法
第
百
二
条
）
。
今
前
掲
第
一
表
の
場
合
で
、
右
の
控
除
額
が
全
く
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
仕
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
借
方
）
炭
毛
化
炭
設
備
反
毛
設
備
調
合
設
備
紡
毛
及
び
精
紡
設
備
毛
染
設
備
そ
の
他
固
定
喪
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
一
八
0
万
円
ー
（
貸
方
）
再
評
価
柏
立
金
八
五
万
円
一
八
五
五
万
円
一
一
、
七
一
0
万
円
一
二―
0
万
円
七
四
0
万
円
三
、
七
八
0
万
円
竪
前
に
お
け
る
帳
疱
価
額
を
控
除
し
た
金
額
ー
再
評
価
法
第
四
十
条
）
か
ら
損
失
の
て
ん
補
又
は
再
評
価
に
係
る
再
評
価
差
額
（
再
評
価
額
か
ら
再
評
価
n
の
C
A
U
 
骨
組
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。
限
度
額
計
算
の
基
本
的
な
特
質
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
紐9
但
し
、
こ
の
場
合
、
当
該
資
産
に
つ
い
て
再
評
価
前
に
償
却
否
認
額
が
あ
り
、
或
は
当
該
資
産
の
最
初
の
帳
簿
価
額
が
そ
の
取
得
価
額
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
ら
の
金
額
を
当
該
資
産
の
帳
簿
価
額
に
加
算
し
た
金
額
を
も
つ
て
再
評
価
差
額
を
計
算
し
（
再
評
価
法
第
四
十
条
）
、
こ
れ
に
基
い
て
再
評
価
積
立
金
を
計
上
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
再
評
価
積
立
金
の
計
上
は
、
商
法
第
二
百
九
十
七
条
の
規
定
（
社
慨
発
行
限
度
額
の
規
定
）
と
の
関
係
を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
一
次
再
評
価
で
は
「
再
評
価
日
以
後
一
年
間
は
再
評
価
積
立
金
の
額
の
四
分
の
一
、
再
評
価
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
以
後
一
年
間
は
再
評
価
積
立
金
の
額
の
四
分
の
二
、
再
評
価
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
日
以
後
は
再
評
価
積
立
金
の
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額
」
を
、
第
二
次
再
評
価
で
は
「
再
評
価
積
立
金
の
額
か
ら
そ
の
納
付
す
べ
き
再
評
価
税
額
（
＊
税
の
み
）
を
控
除
し
た
金
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額
」
を
、
夫
々
資
本
及
び
準
備
金
の
総
額
に
算
入
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
第
三
次
再
評
価
以
後
は
「
再
評
価
積
立
金
の
額
か
ら
そ
の
納
付
す
ぺ
き
再
評
価
税
額
（
本
檻
の
み
）
を
控
除
し
た
金
額
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
金
額
」
を
資
本
及
び
準
備
金
の
総
額
に
算
入
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
但
し
こ
の
場
合
、
再
評
価
申
告
書
の
再
評
価
を
行
っ
た
法
人
は
、
当
該
再
評
価
に
係
る
再
評
価
差
額
或
は
再
評
価
積
立
金
の
額
か
ら
納
付
す
べ
き
再
評
価
税
額
（
本
醗
の
み
）
を
控
除
し
た
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
C
B】
但
し
法
人
税
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
積
立
金
額
（
企
業
再
建
整
備
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
積
立
金
額
を
こ
え
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
補
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
再
評
価
法
第
百
一
条
及
び
第
百
七
条
第
三
項
）
。
再
評
価
差
額
及
び
再
評
価
積
立
金
に
よ
る
欠
損
金
の
補
て
ん
提
出
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
（
再
評
価
法
第
百
十
二
条
）
。
損
失
を
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【
C
】
固
定
資
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
今
前
設
例
の
場
合
、
後
述
免
除
額
が
全
く
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
人
税
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
積
立
金
が
一
、
0
0
0
万
円
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
再
評
価
積
立
金
三
、
七
八
0
万
円
か
ら
再
評
価
税
ニ
ニ
六
・
八
万
円
と
積
立
金
一
、
0
0
0
万
円
と
を
差
引
い
た
残
り
二
、
五
五
三
・
ニ
万
円
が
、
欠
損
金
補
て
ん
に
充
当
し
う
る
よ
う
で
あ
る
。
（
借
方
）
再
評
価
積
立
金
一、
0
0
0万
円
今
、
前
設
例
会
社
の
会
計
期
間
が
一
年
そ
の
再
評
価
税
は
二
二
六
・
八
万
円
と
な
る
。
従
っ
て
、
今
法
一、
0
0
0
万
円
の
欠
損
金
を
再
評
価
積
立
金
で
補
て
ん
し
た
時
の
仕
訳
は
、
次
の
（
貸
方
）
欠
損
金
一、
0
0
0万
円
そ
し
て
こ
の
場
合
、
法
規
は
右
の
事
実
の
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
明
示
を
要
求
し
て
い
る
（
再
評
価
法
第
百
一
条
第
三
項
、
再
評
価
法
施
行
令
第
十
五
条
、
再
評
価
法
甚
本
通
翔
第
百
八
十
条
）
。
ま
た
、
青
色
申
告
の
承
認
を
う
け
て
い
る
法
人
に
お
い
て
は
、
再
評
価
差
額
並
び
に
再
評
価
積
立
金
を
も
つ
て
補
て
ん
し
た
損
失
は
、
補
て
ん
後
に
お
い
て
も
法
人
税
法
の
規
定
に
よ
る
繰
越
欠
損
金
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
再
評
価
法
某
本
遥
逹
第
百
八
十
一
条
、
法
人
税
取
扱
通
瀦
八
0
)
。
再
評
価
後
の
減
価
償
却
法
人
が
再
評
価
を
行
っ
た
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
再
評
価
日
以
後
に
お
い
て
は
、
規
定
に
よ
り
計
卵
し
た
償
却
額
（
残
存
耐
用
年
数
で
は
な
く
、
そ
の
資
産
の
法
定
耐
用
年
数
に
よ
っ
て
計
鉢
し
た
慨
却
額
ー
再
評
価
法
基
本
通
達
第
二
百
三
条
）
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
再
評
価
法
第
百
二
十
一
条
）
。
そ
の
再
評
価
額
に
基
い
て
法
人
税
法
の
で
、
そ
の
決
算
日
が
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
会
社
の
再
評
価
後
第
一
年
目
の
決
算
に
お
け
る
減
価
償
却
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
最
高
限
度
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
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こ
の
損
失
は
法
人
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
損
金
に
算
入
さ
れ
、
従
っ
て
ま
た
そ
の
損
失
に
相
当
す
る
金
額
の
再
評
価
積
立
金
の
取
り
く
ず
し
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
資
産
に
つ
い
て
の
再
評
価
税
は
当
該
資
産
が
滅
失
又
は
廃
棄
さ
れ
た
日
を
含
む
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
ニ
ヶ
月
以
内
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
こ
の
場
合
、
そ
の
損
失
に
相
当
す
る
金
額
の
再
評
価
積
立
金
を
と
り
く
ず
し
て
、
再
評
価
税
の
免
除
を
う
け
る
方
法
も
あ
る
（
再
評
価
法
第
八
十
七
条
、
再
評
価
法
某
本
通
達
第
百
三
十
再
評
価
資
産
が
災
害
、
破
損
、
老
朽
、
盗
難
、
[
D
u
 
産
に
お
い
て
、
（
借
方
）
減
価
償
却
費
三
九
0
•
三
二
五
万
円
（
貸
方
）
洗
毛
化
炭
設
備
反
毛
設
備
調
合
設
備
紡
毛
及
び
精
紡
設
備
毛
染
設
備
そ
の
他
二
六
・
九
八
0
万
円
一
六
・
六
二
五
万
円
七
六
•
五
六
0
万
円
一
五
三
・
ー
ニ
0
万
円
三
四
・
ニ
0
0万
円
八
ニ
・
八
四
0
万
円
こ
の
場
合
、
再
評
価
時
の
貨
幣
価
値
に
よ
る
旧
取
得
価
額
の
一
割
を
残
存
価
額
と
す
る
の
で
な
く
、
再
評
価
額
の
一
割
を
残
存
価
額
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
償
却
累
計
額
が
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
右
の
資
再
評
価
時
の
貨
幣
価
値
に
よ
る
旧
取
得
価
額
の
一
割
を
残
存
価
額
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
（
昭
和
二
十
八
年
一
月
一
日
）
に
お
い
て
三
百
六
分
の
一
に
低
落
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
残
存
価
額
は
三
0
、
六
0
0万
円
の
一
割
三
、
0
六
0
万
円
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
再
評
価
額
三
、
八
八
0
万
円
の
一
割
―
―
一
八
八
万
円
を
残
存
価
額
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
差
額
二
、
六
七
二
万
円
だ
け
再
評
価
後
の
償
却
累
計
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
再
評
価
資
産
の
滅
失
又
は
廃
棄
貨
幣
価
値
は
再
評
価
時
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
滅
失
（
一
部
毀
損
の
場
合
を
含
む
）
又
は
廃
棄
さ
れ
た
時
、
lll2 
固
定
費
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
A
帳
簿
価
額
以
下
で
譲
渡
し
又
は
贈
与
し
た
場
合
＞
（
再
評
価
法
第
五
十
一
条
）
。
再
評
価
資
産
の
譲
渡
又
は
贈
与
A
帳
簿
価
額
以
上
で
譲
渡
し
た
場
合
＞
さ
き
の
設
例
で
、
前
項
D
と
同
じ
時
期
に
洗
毛
化
炭
設
備
簿
価
一
六
三
・
O
二
万
円
を
一
八
0
万
円
で
譲
渡
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
仕
訳
は
次
の
如
く
な
る
。
（
借
方
）
現
一八
0
万
円
一
こ
の
場
合
、
右
の
資
産
の
再
評
価
税
未
納
分
は
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
ニ
ヶ
月
以
内
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
再
評
価
し
た
減
価
償
却
資
産
を
再
評
価
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
（
第
一
次
再
評
価
で
は
二
十
九
年
十
二
月
一
1
1
+
-
a、
第
二
次
再
評
価
で
は
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
い
た
）
を
含
む
事
業
年
度
終
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
資
産
の
帳
簿
価
額
以
下
で
譲
金
C
E】 A第
1
の
方
法
＞
（
借
方
）
雑
A
第
2
の
方
法
＞
（
借
方
）
再
評
価
積
立
金
雑
損
失
六
八
・
三
七
五
万
円
1
0
•
0
0
0万
円
損
失
（
貸
方
）
洗
毛
化
炭
設
備
雑
収
入
六
条
及
び
第
百
八
十
六
条
）
。
今
前
設
例
に
お
い
て
、
再
評
価
実
施
後
第
一
年
目
の
決
算
の
直
後
に
反
毛
設
備
七
八
・
三
七
五
万
円
を
火
災
で
焼
失
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
仕
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
七
八
・
三
七
五
万
円
一
（
貸
方
）
反
毛
設
備
（
貸
方
）
反
毛
設
備
一
六
三
•
O
二
万
円
一
六
・
九
八
万
円
七
八
・
三
七
五
万
円
七
八
・
三
七
五
万
円
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渡
し
又
は
贈
与
し
た
場
合
に
お
い
て
、
再
評
価
積
立
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
間
は
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
の
再
評
価
積
立
金
を
と
り
く
ず
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
再
評
価
法
第
百
四
条
第
一
項
）
。
今
、
右
の
洗
毛
化
炭
設
備
が
或
は
一
五
0
万
円
で
譲
渡
さ
れ
、
或
は
無
債
で
贈
与
さ
れ
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、
仕
訳
は
夫
々
次
の
よ
う
に
な
る
。
一五
0
・
0
0万
円
一
―
―
―-•
O二
万
円
五
三
•
O二
万
円
＿
1
0
・
0
0万
円
（
貸
方
）
洗
毛
化
炭
設
備
こ
の
場
合
、
再
評
価
積
立
金
の
と
り
く
ず
し
部
分
に
対
す
る
再
評
価
税
は
免
除
さ
れ
る
（
再
評
価
法
第
八
十
四
条
）
。
な
お
、
右
三
例
の
場
合
何
れ
も
、
そ
の
再
評
価
税
納
付
期
限
ま
で
に
所
轄
税
務
署
長
に
こ
れ
ら
の
事
実
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
再
評
価
積
立
金
の
修
正
再
評
価
積
立
金
の
修
正
が
行
わ
れ
る
主
要
な
ケ
ー
ス
は
、
①
特
別
の
事
由
に
基
づ
く
再
評
価
資
産
の
帳
簿
価
額
の
減
額
、
②
再
評
価
資
産
の
用
途
変
更
に
基
づ
く
帳
簿
価
額
の
増
減
、
③
再
評
価
額
、
再
評
価
差
額
、
再
評
価
積
立
金
の
更
正
（
再
評
価
法
第
七
章
）
に
基
づ
く
帳
簿
価
額
の
増
減
の
三
つ
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
の
ケ
ー
ス
は
、
再
評
価
資
店
が
そ
の
再
評
価
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
を
含
む
事
業
年
度
終
了
の
日
ま
で
に
、
①
そ
の
時
価
が
再
評
価
後
の
帳
簿
価
額
以
下
に
低
落
し
た
り
、
れ
ず
、
当
初
の
再
評
価
額
で
は
今
後
の
企
業
経
営
に
重
大
な
支
障
を
生
じ
た
り
、
R
企
業
合
同
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
が
事
業
を
t
F
u
 
て
い
る
（
再
評
価
法
第
六
十
二
条
及
び
第
八
十
四
条
）
。
（
借
方
）
現
金
再
評
価
租
立
金
（
借
方
）
再
評
価
積
立
金
雑
損
失
R
企
業
の
牧
益
率
が
悪
化
し
又
は
予
想
さ
れ
た
牧
益
率
が
え
ら
（
貸
方
）
洗
毛
化
炭
設
備
一
六
三
・
O二
万
円
一
六
三
•
O
二
万
円
154 
固
定
査
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
解
体
（
一
部
解
体
を
含
む
）
す
る
場
合
に
残
余
財
産
の
分
配
や
減
資
の
対
価
と
し
て
株
主
又
は
社
員
に
そ
の
出
資
し
た
資
産
を
譲
渡
す
る
等
と
い
っ
た
や
む
を
え
な
い
事
情
の
た
め
に
、
帳
簿
価
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
再
評
価
稲
立
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
間
は
、
そ
の
減
額
し
た
日
に
お
い
て
そ
の
帳
簿
価
額
の
減
少
額
（
減
額
し
た
後
の
帳
鍛
価
額
が
再
評
価
日
の
直
前
に
お
け
る
当
該
斑
産
の
帳
簿
価
額
に
憫
た
な
い
時
は
、
そ
の
減
少
額
か
ら
そ
の
涸
た
な
い
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
り
く
ず
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
再
評
価
法
第
百
四
条
第
二
項
、
再
評
価
法
某
本
通
痙
第
百
九
十
一
条
）
。
場
合
と
同
様
で
あ
る
（
再
評
価
法
第
八
十
四
条
）
。
た
ら
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
（
再
評
価
法
某
本
通
逹
第
七
十
条
）
。
こ
の
場
合
、
に
相
当
す
る
金
額
の
再
評
価
積
立
金
を
と
な
お
こ
の
場
合
、
右
の
再
評
価
積
立
金
を
と
り
く
ず
し
た
金
額
に
相
当
す
る
評
価
損
に
対
し
て
は
商
法
第
二
百
八
十
八
条
二
第
三
号
の
規
定
（
財
産
評
価
担
益
の
相
殺
規
定
）
は
適
用
さ
れ
な
い
（
再
評
価
法
第
百
十
条
ノ
ニ
）
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
り
く
ず
し
部
分
に
対
す
る
再
評
価
税
の
免
除
は
前
項
の
第
二
の
ケ
ー
ス
は
、
例
え
ば
二
つ
の
再
評
価
日
（
第
三
次
再
評
価
は
昭
和
二
十
八
年
と
昭
和
二
十
九
年
と
二
回
の
再
評
価
を
認
め
て
い
る
）
の
間
に
、
再
評
価
資
産
の
用
途
が
変
更
さ
れ
、
耐
用
年
数
に
変
更
を
生
じ
、
従
っ
て
ま
た
当
該
資
産
の
再
評
価
限
度
額
に
増
減
を
も
減
額
に
つ
い
て
は
第
一
の
ケ
ー
ス
に
包
含
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
増
額
の
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
増
額
部
分
に
対
す
る
再
評
価
税
の
納
付
は
、
増
額
さ
れ
る
以
前
の
当
該
皆
産
に
係
る
再
評
価
税
と
は
別
個
に
、
増
額
の
行
わ
れ
た
事
業
年
度
か
ら
行
え
ば
い
い
の
で
あ
る
（
再
評
価
法
第
五
十
一
条
第
二
項
）
。
第
三
の
ケ
ー
ス
は
、
法
人
の
再
評
価
額
、
再
評
価
差
額
、
再
評
価
積
立
金
の
計
算
が
誤
つ
て
お
り
、
或
は
法
規
に
定
め
る
限
度
額
を
超
え
て
い
る
時
に
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
の
更
正
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
法
人
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
に
お
い
て
、
そ
の
更
正
に
係
る
項
目
と
そ
れ
に
係
る
再
評
価
積
立
金
の
金
額
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
再
評
価
法
第
百
1/J/j 
【
G
u
（
借
方
）
再
評
価
梢
立
金
今
、
前
の
設
例
に
お
け
る
反
毛
設
備
（
紡
毛
紡
績
部
門
）
が
第
一
回
目
の
再
評
価
後
新
設
の
和
紡
部
門
に
用
途
を
変
更
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
設
備
に
つ
い
て
の
み
、
再
評
価
法
第
十
七
条
第
一
項
但
し
書
の
規
定
に
基
い
て
、
第
一
回
目
の
再
評
価
日
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
目
の
日
を
再
評
価
日
と
し
て
第
二
回
目
の
再
評
価
を
行
う
（
再
評
価
法
某
本
通
逹
第
六
十
九
条
）
と
想
定
す
る
。
こ
の
場
合
、
反
毛
設
備
の
再
評
価
限
度
額
は
前
節
B
項
④
式
で
算
定
さ
れ
、
こ
の
金
額
は
四
二
五
•
四
八
四
万
円
と
な
る
。
そ
し
て
反
毛
設
備
の
帳
簿
価
額
は
こ
の
時
七
八
・
三
七
五
万
円
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
（
借
方
）
反
毛
設
備
三
四
七
・
一
0
九
万
円
（
貸
方
）
紡
毛
及
び
精
紡
設
備
各
事
業
年
度
（
事
業
年
度
が
年
一
回
の
法
人
は
非
こ
の
差
額
三
四
七
・
一
〇
九
万
円
を
前
掲
A
項
の
よ
う
に
記
帳
す
れ
ば
よ
（
貸
方
）
再
評
価
稼
立
金
三
四
七
•
1
0九
万
円
次
に
、
前
の
設
例
で
極
度
の
営
業
不
振
の
た
め
、
紡
毛
及
び
精
紡
設
備
を
五
0
0
万
円
減
額
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
仕
訳
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
五
0
0万
円
第
三
の
ケ
ー
ス
は
、
右
の
何
れ
か
の
仕
訳
の
方
法
に
則
し
て
行
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
十
条
）
。
再
評
価
税
の
納
付
再
評
価
を
行
っ
た
法
人
は
、
そ
の
再
評
価
差
額
の
六
劣
に
相
当
す
る
再
評
価
税
を
、
再
評
価
日
を
含
む
事
業
年
度
か
ら
再
評
価
日
以
後
五
年
を
経
過
し
た
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
ま
で
の
各
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
ニ
ヶ
月
以
内
に
（
第
二
次
再
評
価
ま
で
は
三
年
分
納
で
、
第
一
年
度
に
二
分
の
一
、
第
二
、
第
三
年
度
に
夫
々
四
分
の
一
と
な
っ
て
い
た
）
、
い
こ
と
に
な
る
。
五
0
0万
円
1.56 
C
H
u
 
課
税
法
人
及
び
特
別
の
法
人
を
除
き
、
六
ヶ
月
を
一
事
業
年
度
と
み
な
さ
れ
る
）
の
月
数
に
応
じ
均
分
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
再
評
価
法
第
三
十
七
条
、
第
四
十
四
条
、
第
五
十
一
条
、
再
評
価
法
施
行
令
第
十
一
条
、
再
評
価
法
某
本
通
達
第
四
十
七
条
）
。
評
価
税
（
こ
の
場
合
、
こ
れ
に
対
す
る
利
子
税
、
加
雰
税
を
含
む
）
を
納
付
し
た
場
合
、
当
該
法
人
が
再
評
価
積
立
金
を
計
上
し
て
い
る
間
は
、
そ
の
納
付
し
た
日
に
お
い
て
、
（
再
評
価
法
第
百
三
条
、
再
評
価
法
某
本
蓮
達
第
百
八
十
五
条
）
。
も
の
と
み
な
さ
れ
、
利
子
税
も
加
算
税
も
な
か
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
今
、
前
の
設
例
で
考
察
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
再
評
価
日
以
後
六
ヶ
月
経
過
し
た
日
を
も
つ
て
最
初
の
事
業
年
度
が
終
了
し
た
6
 
6
 
こ
の
納
付
金
額
は
3
,
7
8
0
x
ー
ー
ー
X
ー
—
_
1
1
2
2
.
 6
8
7
I
P
3
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ニ
ヶ
月
以
内
に
納
付
し
て
1
0
0
 
6
0
 
こ
の
仕
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
借
方
）
再
評
価
税
（
借
方
）
再
評
価
積
立
金
な
お
、
こ
の
場
合
の
税
額
計
算
に
お
い
て
、
課
税
標
準
で
あ
る
再
評
価
差
額
に
つ
い
て
は
百
円
未
満
、
算
出
税
額
に
つ
い
て
は
十
円
未
満
の
金
額
は
何
れ
も
切
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
再
評
価
法
第
八
十
九
条
）
。
次
節
再
評
価
の
損
益
で
取
扱
う
こ
と
に
す
る
。
再
評
価
積
立
金
の
資
本
組
入
法
人
は
、
再
評
価
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
た
金
額
か
ら
そ
の
納
付
す
べ
き
再
評
価
税
額
（
本
税
の
み
）
を
控
除
し
た
金
額
の
十
分
の
九
（
第
一
次
再
評
価
の
規
定
は
事
実
●
実
効
性
が
な
か
っ
た
。
第
二
次
で
は
四
分
の
三
と
な
っ
て
い
た
。
）
に
相
当
す
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
固
定
資
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
ニ
ニ
・
六
八
万
円
ニ
ニ
・
六
八
万
円
（
貸
方
）
預
（
貸
方
）
再
評
価
税 金
こ
の
再
評
価
税
の
延
納
、
免
除
に
つ
い
て
は
、
ニ
ニ
・
六
八
万
円
ニ
ニ
・
六
八
万
円
そ
の
納
付
し
た
税
額
に
相
当
す
る
金
額
の
再
評
価
積
立
金
を
と
り
く
ず
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
し
て
、
法
人
が
再
1.57 
法
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
）
。
て
、
再
評
価
積
立
金
を
資
本
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
当
該
部
分
の
再
評
価
税
の
完
納
を
条
件
と
し
て
、
第
二
次
再
評
価
ま
で
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
直
ち
に
そ
の
全
額
を
、
ま
た
第
三
次
再
評
価
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
二
年
一
月
一
日
以
後
に
お
い
て
そ
の
全
額
を
、
資
本
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
再
評
価
法
第
百
九
条
、
喪
本
組
入
に
関
す
る
法
律
第
一
条
ー
第
十
三
条
）
。
今
、
前
設
例
で
、
再
評
価
後
第
一
年
目
に
三
、
二
六
・
八
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
十
分
の
九
）
を
資
本
に
組
み
入
れ
る
と
す
る
と
、
（
借
方
）
再
評
価
積
立
金
な
お
、
一
九
七
・
八
八
万
円
（
再
評
価
殺
立
金
三
、
七
八
0
万
円
か
ら
納
付
す
べ
き
再
評
価
醗
二
三
、
一
九
七
・
八
八
万
円
こ
の
仕
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
資
本
金
三
、
一
九
七
・
八
八
万
円
こ
の
場
合
、
再
評
価
積
立
金
の
特
殊
な
性
格
と
そ
の
資
本
組
入
の
影
響
の
大
き
さ
か
ら
、
取
締
役
会
の
決
議
（
商
法
第
二
九
三
条
ノ
ー
―
-
）
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
せ
ず
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
（
商
法
第
三
百
四
十
三
条
）
を
要
す
る
こ
と
4
さ
れ
て
い
る
（
賓
本
組
入
に
関
す
る
法
律
第
二
条
）
。
ま
た
、
右
の
限
度
額
一
杯
の
組
み
入
れ
（
納
付
す
べ
き
再
評
価
租
額
を
控
除
し
た
金
額
の
十
分
九
）
を
行
っ
た
時
は
、
そ
の
未
納
の
再
評
価
税
（
延
納
分
を
含
む
）
を
組
み
入
れ
た
日
を
含
む
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
納
期
限
ま
で
に
所
轄
税
務
署
長
に
資
本
組
入
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
再
評
価
三
、
再
評
価
の
損
益
並
に
再
評
価
税
再
評
価
が
具
体
的
に
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
当
初
、
即
ち
昭
和
二
十
四
年
下
半
期
か
ら
昭
和
二
十
五
年
に
か
け
て
や
か
ま
し
く
論
議
さ
れ
、
そ
の
後
も
主
と
し
て
再
評
価
税
の
廃
止
な
い
し
は
軽
減
の
問
題
と
し
て
執
拗
に
取
扱
わ
れ
て
き
て
い
る
の
が
、
再
評
-
（
貸
方
）
158 
【
A
】
再
評
価
に
伴
う
租
税
負
担
の
計
量
公
式
価
の
損
益
1
1
再
評
価
に
伴
う
租
税
臼
担
の
計
措
の
問
題
で
あ
る
。
再
評
価
の
主
要
な
狙
い
の
一
っ
が
租
税
負
担
の
軽
減
を
通
じ
て
の
企
業
に
お
け
る
脊
本
蓄
積
に
あ
る
以
上
、
け
だ
し
、
こ
の
問
題
は
個
々
の
企
業
に
と
つ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
再
評
価
の
損
益
1
1
再
評
価
に
伴
う
租
税
負
担
の
計
自
軍
は
、
額
、
③
法
人
税
を
は
じ
め
と
す
る
年
度
所
得
税
軽
減
額
の
関
係
を
等
比
級
数
と
複
利
現
価
の
計
算
で
公
式
化
し
、
こ
れ
に
所
与
の
数
値
を
代
入
し
た
も
の
を
対
数
計
算
を
利
用
し
て
算
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
わ
れ
る
。
こ
4
で
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
企
業
研
究
会
の
木
戸
、
内
山
両
氏
の
算
式
（
後
褐
「
企
業
と
税
制
改
革
」
を
参
照
）
を
借
り
る
こ
と
に
す
る
。
あ
る
。
得
胃
字
篇
塁
麿
ヰ
犀
量
喜
慧
醤
a芯
に
、
慧
雪
舟
喜
塁
畠
笞
羹
喜
喜
直
塁
巳
ば
翌
J
沃
靡
t̀
§
庄、登）片閤翌芯
'rvgばが。
（
雰
喜
認
翡
麟
）
ー
（
闘
肩
）
—
（
〗
翡
鑑
醗
）
憎
｀
り
、
四
芸
‘
(
'
"
"
羞
>
]
が
。
班
玉
控
落
'
j
 
冷
摂
茶
丙
片
ぷ
滓
速
摂
R
甘
玲
速
l
測
零
宦
泄
8
湛
述
j
油
酋
丙
片
が
並
摂
S
固
油
諜
院
渫
摂
P
祐
A
課
ホ
e含
e廿
滞
翠
苺
泄
拇
T
固
定
資
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
゜
一
般
に
、
再
評
価
に
よ
る
5
再
評
価
税
負
担
額
、
②
固
定
資
産
税
増
加
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て
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
ば
、
右
の
耐
用
年
数
の
問
題
は
、
牧
益
力
の
豊
か
な
巨
大
法
人
に
と
つ
て
は
事
実
上
全
く
問
題
外
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
こ
の
場
合
、
牧
益
力
も
な
く
煩
瑣
な
記
帳
技
術
を
要
す
る
青
色
申
告
や
延
納
届
け
の
事
実
上
不
可
能
な
中
小
法
人
が
そ
の
圏
外
に
お
今、
C
B】
そ
の
上
、
計
景
公
式
に
よ
る
算
定
つ
い
て
は
凡
て
租
税
負
担
の
軽
減
が
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
有
利
だ
と
い
に
よ
れ
ば
、
と
な
っ
て
い
る
か
ら
問
題
は
全
く
な
い
し
、
こ
れ
以
外
の
有
形
減
価
債
却
資
産
（
建
物
、
構
築
物
、
船
舶
、
車
輛
等
）
に
つ
い
て
も
耐
用
年
数
六
十
五
年
以
上
と
い
う
の
は
十
指
に
満
た
な
い
状
態
で
あ
る
か
ら
、
右
の
事
情
は
殆
ん
ど
凡
て
の
有
形
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
次
に
述
べ
る
再
評
価
税
の
延
納
•
免
除
や
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を
併
せ
考
え
る
な
ら
第 3表再評価の損益
I '  
竺戸I_(5)式の値
10年十0.283A 
1s +o. 2町
20 +0.183 
25 十0.145
30 +0.116 
40 +O. 068 
50 +0.033 
60 +0.007 
64 0 
65 -0.004 
70 -0.016 
80 -0.034 
改
訂
の
分
）
機
械
装
置
の
耐
用
年
数
は
最
高
が
三
十
五
年
う
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
税
制
新
耐
用
年
数
表
（
昭
和
二
十
六
年
五
月
償
却
資
産
の
再
評
価
は
、
0:・
…
(
5
)
 
そ
の
耐
用
年
数
が
六
十
四
年
未
満
の
も
の
に
そ
こ
で
、
こ
の
表
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
知
り
う
る
こ
と
は
、
有
形
減
価
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苔
翠
存
亜
玉
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R
注
キ
ド
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ふ
)
R
t
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 n
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ざ
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、
虚
，
命
・
翌
l焙
t
咽
や
W
h
が
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苺
U
A
n
沌
仰
さ
A
、
(
5
)
洪
茫
蒋
ヰ
迂
仕
ぐ
ヽ
°
n
の
値
を
代
入
し
た
時
の
5
式
の
値
を
対
数
計
算
を
利
用
し
て
求
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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（
再
評
価
法
第
五
十
六
条
、
再
評
価
法
某
本
通
逹
第
百
五
十
条
）
。
か
れ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
、
延
納
や
免
除
で
は
な
く
て
、
利
子
税
と
加
算
税
の
第
二
の
関
門
が
贄
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
人
々
は
再
評
価
の
損
益
分
岐
点
と
し
て
耐
用
年
数
を
云
々
し
て
い
る
け
れ
ど
も
（
一
方
で
は
租
税
負
担
の
職
減
の
た
め
の
短
縮
、
他
方
で
は
再
評
価
額
の
培
大
の
た
め
の
延
長
と
い
う
皮
肉
な
形
で
）
、
そ
の
前
に
ま
づ
現
在
の
再
評
価
税
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
或
は
ま
た
そ
の
課
税
方
法
そ
の
も
の
が
、
再
評
価
の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
再
評
価
税
の
延
納
•
免
除
並
び
に
固
定
資
産
税
の
軽
減
再
評
価
法
に
よ
れ
ば
、
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
の
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
再
評
価
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
分
納
の
各
期
に
納
付
す
べ
き
税
額
（
前
期
か
ら
の
繰
越
し
延
納
分
を
含
む
）
が
各
事
業
年
度
の
償
却
前
利
益
金
額
又
は
再
評
価
後
法
定
伯
却
範
囲
額
の
何
れ
か
少
い
方
の
金
額
か
ら
再
評
価
前
法
定
償
却
範
囲
額
を
控
除
し
た
金
額
の
四
十
二
疹
（
第
二
次
再
評
価
ま
で
三
十
五
形
だ
っ
た
）
相
当
額
を
超
え
る
時
は
、
そ
の
超
え
た
金
額
相
当
額
の
税
額
は
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
ニ
ヶ
月
以
内
に
明
細
書
を
添
附
し
て
所
轄
税
務
署
長
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
で
は
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
い
た
）
法
人
に
限
り
、
E
C】
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
（
第
一
次
で
は
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
、
第
二
を
含
む
事
業
年
度
の
一
事
業
年
度
以
前
ま
で
毎
期
繰
越
し
延
納
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ま
た
、
企
業
資
本
充
実
法
で
は
、
最
低
限
度
以
上
の
再
評
価
を
行
っ
た
そ
れ
が
要
再
評
価
会
社
で
あ
る
と
否
と
を
と
わ
ず
、
め
ら
れ
て
い
る
（
企
業
費
本
充
実
法
第
三
十
一
条
）
。
今
、
前
設
例
で
、
こ
の
延
納
計
算
を
例
示
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
固
定
贅
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
A
再
評
価
税
の
延
納
＞
延
納
の
要
件
さ
え
具
備
す
れ
ば
、
無
期
限
に
繰
越
し
延
納
が
認
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再
評
価
税
額
2,268,000
円
み
な
さ
れ
た
事
業
年
度
1
月
一
6
月、
7
月
ー
1
2
月
~ 一
年
次
納
付
す
べ
き
税
額
第
1
年
次
71 
月月一ー
162月月
226,800
円
226,800 
第
2
年
次
71 
月月一ー
162月月
226,800 
226,800 
第
3
年
次
71 
月月一ー
162月月
226,800 
226,800 
第
4
弁
次
1
月月一
6
月月
226,800 
7
 
-
1
2
 
226,800 
1
月
一
6
月
226,800 
7
月
ー
12月
226,800 
第
5
母
次
そ
こ
で
、
第
1
年
次
の
1
月
一
6
月
ま
で
の
事
業
年
度
に
お
い
て
、
債
却
前
利
益
金
額
が
5,000,000
円
だ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
、
こ
の
年
度
の
延
納
限
度
額
は
次
の
よ
う
に
し
て
雛
出
さ
れ
る
。
(
A
)
依
却
前
利
益
金
額
5,000,000
円
(
B
)
再
評
価
後
法
定
俄
却
箱
囲
額
(190
万
円
x
0
.
0
7
4
)
+
(
9
5
万
円
X
0. 092) +
 (870万
円
X
O
.
045) +
 (1740
万
円
X
0. 045) +
 (225
万
円
x
0
.
0
7
9
)
+
(
7
6
0万
円
X
O
.
056) 
=
2
,
 005, 750
円
(
C
)
再
評
価
前
法
定
償
却
箱
囲
額
100万
円
xo.
0
4
5
=
4
5
,
 000
円
(
D
)
納
付
限
度
額
{
 c
 
B
)
 2,005, 7
5
0
-
(
c
)
4
5
,
 ooo} x-jj届⇔
115,510(
円）
(
E
)
延
納
限
度
額
226, 8
0
0
-
1
1
5
,
 5
1
0
=
1
1
1
,
 290(
円）
従
つ
て
、
こ
の
111,290
円
は
次
の
7
月
ー
12
月
ま
で
の
事
業
年
度
の
納
付
す
べ
き
税
額
に
加
邸
さ
れ
、
以
下
同
様
に
延
納
額
を
計
鉢
す
る
。
<¥flt
客
垣
;as
Q
忍
姦
＞
固
定
査
産
再
評
価
の
会
計
実
務
（
酒
井
）
＾
固
定
資
産
税
の
軽
減
＞
つ
い
て
は
十
円
未
満
は
切
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
企
業
資
本
充
実
法
に
よ
れ
ば
、
股
低
再
評
価
限
度
額
（
要
再
評
安
産
の
再
評
価
限
度
額
の
合
計
額
の
八
十
96
に
相
当
す
る
額
）
以
上
の
再
評
価
を
行
っ
た
場
合
、
第
一
次
及
び
第
二
次
再
評
価
限
度
額
相
当
額
に
つ
い
て
は
再
評
価
税
を
半
減
、
第
一
次
、
第
二
次
再
評
価
限
度
額
を
控
除
し
た
第
三
次
再
評
価
限
度
額
相
当
額
に
つ
い
て
は
再
評
価
税
を
全
免
の
恩
典
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
同
法
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
害
を
そ
の
提
出
期
限
内
に
提
出
し
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
し
、
一
括
計
算
と
個
別
計
算
と
で
は
そ
の
計
算
方
法
が
異
る
（
企
業
資
本
充
実
法
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
、
企
業
賓
本
充
実
法
の
取
扱
三
十
四
、
三
十
五
、
三
十
八
、
三
十
九
）
。
今
、
再
評
価
法
第
十
七
条
第
一
項
但
し
書
適
用
の
場
合
の
前
設
例
（
第
一
節
B
項
参
照
）
に
つ
い
て
、
要
再
評
価
資
産
全
部
に
つ
い
て
一
括
計
卵
し
た
場
合
を
例
示
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
こ
の
場
合
、
課
税
標
準
に
つ
い
て
は
百
円
未
満
、
税
額
に
(
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企
業
資
本
充
実
法
に
よ
れ
ば
、
最
低
限
度
以
上
の
再
評
価
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
再
評
価
を
行
っ
た
償
却
資
産
に
対
す
る
昭
163 
Il 
結
び
和
三
十
年
度
か
ら
昭
和
三
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
の
何
れ
か
一
の
日
に
お
け
る
当
該
資
産
の
価
額
が
当
該
資
産
に
対
す
る
昭
和
二
十
九
年
度
分
（
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
再
評
価
を
行
っ
た
資
産
で
当
該
資
産
の
再
評
価
額
が
昭
和
二
十
九
年
度
分
の
固
定
喪
産
視
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
八
年
度
分
）
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た
価
格
を
こ
え
る
時
は
、
当
該
資
産
に
対
し
て
課
す
る
そ
の
日
に
係
る
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
る
ぺ
き
価
格
は
、
地
方
税
法
の
規
定
（
地
方
税
法
第
三
百
八
十
九
条
第
一
項
、
第
四
百
八
条
第
二
項
、
第
四
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
百
十
四
条
、
第
七
百
四
十
三
条
第
一
項
）
に
か
4
わ
ら
ず
、
当
該
資
産
に
対
す
る
昭
和
二
十
九
年
度
分
（
或
は
昭
和
二
十
八
年
度
分
）
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た
価
格
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
但
し
こ
の
場
合
、
昭
和
三
十
年
か
ら
昭
和
三
十
二
年
ま
で
の
各
年
の
一
月
一
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
地
方
税
法
第
三
百
八
十
三
条
第
一
項
（
償
却
資
産
の
申
告
）
又
は
第
三
百
九
十
四
条
（
道
府
県
知
事
又
は
自
治
庁
長
官
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
固
定
費
産
の
申
告
）
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
す
る
際
に
、
最
低
限
度
以
上
の
再
評
価
を
行
っ
た
旨
及
び
当
該
再
評
価
を
行
っ
た
日
、
そ
の
他
軽
減
に
関
し
必
要
な
事
項
を
、
市
町
村
長
、
道
府
県
知
事
又
は
自
治
庁
長
官
に
申
告
す
る
こ
と
が
必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
る
（
企
業
資
本
充
実
法
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
）
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
で
、
固
定
資
産
再
評
価
問
題
の
技
術
的
な
側
面
の
概
観
を
終
え
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
こ
の
考
察
の
過
程
で
生
じ
た
二
、
三
の
疑
問
を
提
出
し
て
、
結
び
に
代
え
る
こ
と
4
す
る
。
急
激
な
価
格
変
動
下
に
お
い
て
、
時
系
列
的
な
貨
幣
計
雛
を
そ
の
主
要
な
内
容
と
す
る
会
計
計
邪
が
果
し
て
存
続
し
う
る
か
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③
再
評
価
に
お
い
て
先
行
す
る
も
の
は
、
ト
ッ
プ
を
も
た
ら
し
、
或
は
特
定
の
法
律
手
続
が
遥
有
株
主
群
に
株
価
の
下
落
を
も
た
ら
す
と
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
再
評
価
積
立
金
の
経
理
を
単
な
る
数
字
の
問
題
に
解
消
す
る
こ
と
を
黙
認
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
く
企
業
の
利
害
を
中
心
に
規
定
し
て
い
る
点
に
、
難
点
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
或
は
特
定
の
簿
記
手
続
が
労
仇
者
階
級
に
賃
金
ス
再
評
価
法
は
ま
た
、
(2) 
企
業
の
牧
益
力
で
あ
っ
て
、
会
計
計
雛
で
は
な
い
。
盛
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
か
4
る
が
故
に
、
現
実
に
償
却
そ
の
帰
属
関
係
に
大
き
な
問
題
の
あ
る
再
評
価
積
立
金
の
取
扱
い
（
特
に
損
失
補
て
ん
、
斑
本
組
入
）
を
、
全
評
価
対
象
や
評
価
基
準
の
性
格
か
ら
極
め
て
否
定
的
な
見
解
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
問
題
の
解
決
は
、
会
計
計
算
そ
れ
自
体
の
内
部
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
お
か
れ
た
経
済
的
環
境
の
領
域
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
固
定
資
産
の
再
評
価
は
、
よ
し
そ
れ
が
特
定
企
業
の
資
本
蓄
積
を
促
進
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
た
矛
盾
の
拡
大
再
生
産
の
過
程
で
も
あ
り
、
決
し
て
矛
盾
の
真
の
解
決
に
は
寄
与
し
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
再
評
価
法
に
基
づ
く
限
度
額
計
算
の
内
容
が
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。再
評
価
法
は
、
再
評
価
税
と
い
っ
た
抹
消
的
な
問
題
に
余
り
に
も
大
き
な
労
力
を
さ
き
す
ぎ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
課
税
方
法
は
、
再
評
価
を
め
ぐ
る
租
税
負
担
の
計
散
関
係
か
ら
推
し
て
、
主
と
し
て
再
評
価
が
問
題
な
く
可
能
な
よ
う
な
牧
益
力
の
豊
か
な
大
企
業
の
立
場
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
4
に
も
ま
た
再
評
価
法
の
性
格
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
全
般
的
な
再
評
価
の
促
進
を
考
え
、
全
般
的
な
租
税
負
担
の
軽
減
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
も
の
と
は
相
当
異
っ
た
内
容
が
否
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
16.5 
不
足
従
っ
て
ま
た
資
本
喰
い
つ
ぷ
し
に
呻
吟
す
る
企
業
は
再
評
価
を
行
い
え
ず
、
現
実
に
巨
大
な
資
本
蓄
積
を
遂
行
し
て
い
る
企
業
の
み
が
再
評
価
に
よ
っ
て
更
に
資
本
蓄
積
を
1
歩
前
進
せ
し
め
る
と
い
う
結
果
を
み
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
再
評
価
と
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ヨ
ン
の
下
で
の
巨
大
企
業
の
非
合
法
的
な
乱
脈
な
資
本
蓄
積
策
を
合
法
化
し
、
会
計
制
度
の
上
で
も
確
立
す
る
も
の
と
、
よ
り
一
層
強
力
な
資
本
蓄
積
の
体
制
を
い
え
そ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
会
計
計
算
は
一
個
の
経
済
計
算
で
あ
る
が
、
経
済
計
算
は
単
な
る
数
理
や
記
帳
技
術
の
領
域
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
一
つ
の
表
現
方
法
、
表
現
形
式
と
す
る
一
定
の
政
策
や
イ
＾
参
考
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、
再
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価
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係
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文
献＞
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
領
域
に
本
来
根
ざ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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